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研究成果の概要（和文）：本研究は、相互理解を促進させる交易理論に基づく協調的思考力を育成する指導方法の開発
と評価を行った。信頼感の有無が取引量を左右する交易ゲーム教材を開発し、中学生を対象としたパイロット授業を行
った。相手の立場を共感的に理解し、協調的に問題解決を行う思考力を育成する目的であった。パイロット授業の結果
、中学校２，３年生を対象とした総合的な学習の時間において、教材として継続的に使用したいという中学校教員から
の評価を得ることができた。
加えて、大学生を対象にゲームで使用する財の名前を変更した実験を行ったところ、財の名前によって交換にゆがみが
発生するが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Recent trend of game-based learning extends its meaning as applying game elements 
in coursework and entire school curriculm. This reserch forcusd to articulate a set of desigin framework 
for " Ricardian Model : The comparative advantage" that is most important model in internaional economics 
and practiced in a junior high school curriculum. The result of pilot classes indicated that the learners 
were engaged in the class activities and found the class offerd a unique learning experience. The 
teachers of junior high school deside to use our contents in their lesson.

研究分野：理論経済学
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１．研究開始当初の背景 
経済政策がどのような時代背景や思想体
系の基で策定され，社会全体や個人の利益を
増大させる交易の発展過程と理論モデルを
学び，現代社会の問題を考える基盤とするこ
とが，社会科学系の学生に求められる重要な
スキルの一つである．ビジネス，行政，外交
等の分野では，他者との話し合いによって意
志決定や問題解決を行なうために「相手と議
論し，交渉する力」の育成が肝要となってお
り，建設的な議論と交渉を行なうためには，
「自分の意見を論理的に述べ，利得を正しく
推測すること」も重要であることは当然のこ
とであるが，一方で，自説に固執し目先の利
益を追求するのではなく，相手の立場を共感
的に理解しお互いの得意分野を交換するこ
とによって問題を解決する協調的問題解決
能力も必要である．初等・中等教育現場は,
グローバル化等に対応しつつ，創造性やチ
ャレンジ精神，リーダーシップ，国境を越
えて人々と協働するためのコミュニケーシ
ョン能力を身に着けた人材の育成が求めら
れている．かかる課題を解決するために，
総合学習や道徳などの学習において愛他行
動や協力の効果を学び体験することは，重
要な意味を持つ．ところが，他者とのかか
わり，自然や崇高なものとのかかわり，集
団や社会とのかかわりといったテーマは，
「見えにくい」ゆえに教えることや理解す
ること,学齢期に合わせた教材を選び作成
することが困難であり，解決策が求められ
ている． 
本研究では，利益の追求と捉えられがちな
貿易の背景には，他人とのシンパシーが不可
欠であることに着目し，貿易量を増大させる
方略を探究する過程を通じてより良い取引
を行うには「信頼」が必要であることを体験
するゲームを開発する．ゲームを使用した学
習は，複雑な領域における解決策を体験を通
して積極的に学ぶことができるという利点
があり，多くのゲーム学習が開発されている．
しかし，学習内容に関してゲーム学習がどの
程度効果を上げているのかということは未
だに明らかになっていない点が多く残され
ている． 

 
２．研究の目的 
市場における交易は，お互いの同感に基づ
いて成立する．人間の合理的利益の追求活動
によって富が増大すると思われがちな貿易
の根底には，sentimentsと呼ばれる「諸感情」
が流れており，貿易の成立条件に「相互信頼」
があることを明示的に取り込むことが従来
の理論モデルを発展させる点である．利己的
な行動だけでは交易量が増加せず，国が発展
しないことを取引規模から直感的に理解さ
せ，「信頼」によって生産及び交易活動が円
滑になるゲーム学習教材を開発することに
よって，教育現場で求められている「相手を
思いやる心」や「協調性」「責任感のある行

動」を育てるための新しい指導方法と教材を
提案することが可能となる．さらに，交易活
動やチームの戦略会議の様子を計算機処理
することで，他チームとの意見の相違や戦略
の候補の選定，その説明といった協調的学習
促進機能も具体的に実現することが可能と
なる．モノの取引においても同感やその基盤
となる信頼が不可欠であるものの，「見えに
くい」ゆえに理解しにくいという問題点があ
る．本研究では，信頼感の有無が取引量を左
右する交易ゲーム教材を開発し，相手の立場
に共感し協調的に問題解決を行う思考力の
育成を目指す．目標達成のために，次の 3点
に取り組む． 
 
a. 交易理論に「信頼感」の要素を加え，協調
的問題解決活動を促すゲーム学習教材の
開発 

b. 上記教材を用いた指導方法と活動支援シ
ステムの開発と評価 

c. 上記指導方法とシステムを運用するため
のカリキュラム開発と実践利用 

 
本研究では，国際経済学で扱われている重
要な理論モデルである交易理論を題材にし，
交易理論が想定する世界を教室で行うこと
のできるゲームに置き換え，生産と取引の過
程に「信頼感」を制御するルールを新規に加
える．他者との交換で成立する交易を円滑に
行うには，同感と相互信頼が不可欠であるこ
とを取引量の変化から直感的に理解させ，社
会を豊かにする協調的思考力を育成するゲ
ーム学習を提案し，その実践のために不可欠
となる指導方法と教材を開発する． 
 
３．研究の方法 
 本研究を 3 つのパートに大別し，A) 交易
理論の要件の構造化と「信頼感」を加えたゲ
ームのフレーム作り，B) ゲーム活動の支援
システムの開発，C) 大学の講義における実
践的な利用と評価，および中学校での実践，
を研究期間内に行う．すべての段階に対応で
きるよう，研究者を配置する．交易理論の要
件洗い出しとゲームのルール作成および「信
頼感」を加えるフレームワークの設定は，経
済学を専門とする越智と岡村が行ない，これ
らの論点や知識の構造化の補助を議論の構
造化を専門とする舟生が行なう．学齢を考慮
したルールの簡単化・複雑化などのカリキュ
ラムと教材作りは，授業デザインを専門とす
る森田が行う．議論支援ツールは主に舟生が
開発し，越智と岡村がシステムの試用を行な
い，改善点をフィードバックする．改良した
支援ツールを用いて中学校総合学習授業で
の実践利用と評価を行なう．交易理論の要件
の構造化とは，プレーヤーとプレーヤーの持
つ資源（土地，資本，労働力）の組合せと場
合分けを行うことを指し，プレーヤーに「信
頼」の要因を与えたときのインセンティブの
変化をゲーム内に明示的に取り込むフレー



ムワークを作成する．H25 年前半においてゲ
ームのフレームを整備し，大学生を対象に実
験を行い，その結果からルールの精緻化を図
る．H25 年度後半から H26 年度前半に取引量
推移を可視化する支援システムの開発と試
験運用と学齢を考慮した教材作成を行う．
H26 年度後半には，大学の講義と中学校総合
学習授業（2 校以上）での実践利用とその評
価を行う． 
 本研究は，「交易ゲームの構造化と信頼感
の付加」「ゲームの過程可視化支援ツールの
開発と指導方法の開発」「実践利用とその評
価」の 3段階からなる．まず，文献調査や専
門家の経験と知識を整理して，交易ゲームを
教室内で行える実験に置き換えられるよう
ゲームのルールを整備する．生産力を決める
要素である土地の面積，生産技術，労働力を
それぞれ，紙の面積，はさみの数と質，チー
ムのメンバー数で表す．資源として紙を利用
してはさみを使って生産物を算出し，トレー
ドするゲームのフレームワークを整え，「信
頼感」をカードによってメンバー，あるいは
チームに与えてその効果が産出量や貿易量
にどのように影響するかをシステムによっ
て可視化する． 
 
４．研究成果 
 本研究では，信頼感の有無が取引量を左右
する交易ゲーム教材を開発し，相手の立場に
共感し協調的に問題解決を行う思考力の育
成を目指した．2013 年度は，交易理論の構造
化と「信頼感」を加えたゲームのフレームワ
ーク作りのための予備調査として，交易理論
をゲーム化し，30 名程度の大学生を実験協力
者として活動に参加してもらった．交易理論
に「信頼感」を加えた理論モデルをつくり，
ゲームの要件の構造化を行った．構造化した
ゲームの要件を用いてカード式の交易ゲー
ム教材を開発した．開発ゲームを用いて，大
学生 300 名，中学生 106 名を対象に実験を行
った．開発教材は中学生も理解可能なことが
テスト結果から明らかになった．中学生対象
の質問紙調査から，「信頼感」を構成する尺
度として「利己主義的人間観尺度」がゲーム
の前後において優位に低下し，協力すること
に対してのメリットを理解することができ
たことが示唆された．大学生対象の実験から
は，交換ゲームに陥る財の名前によって生産
パターンがゆがむことが発見できた． 
 財の名前によって交換のパターンがゆが
むことを明らかにするために（食品，衣服）
の組合せと（衣服，衣服）の組合せで大学
生に研究協力者となってもらい実験を行っ
た．実験の構成は次の通りである．1) 完全
特化の仕組みを理解する，2) 労働者の初期
配分を変更した第2ラウンドで完全特化にた
どり着けるかを確かめる，3) 自分の得意な
財の品質が良くないという情報書を受取り，
チーム内での生産パターンを決定し，4）両
チーム同時に生産パターンを開示して，交換

の交渉を行う．5) 完全特化時と 4) 終了後の
取引との差分を各グループに定量的にフィ
ードバックする． 
 ゲーム終了時に，5) のシェアリングを行
い，情報書に対しての戦略や，戦略の結果相
手グループと発生した摩擦などについて発
表し，ゲームの内容と現実社会とのかかわり
を見つける目的で「交換取引」に必要なこと
を話し合った．本実験では，財の名前の組合
せを（チーズ・T シャツ）で行い，一ヶ月後
に（赤色 Tシャツ，青色 Tシャツ）の組合せ
に変更して行った．2 回目の実験後に（チー
ズ・T シャツ）のときと比較して生産パター
ンや交渉で変化させたことがあったかをシ
ェアリングした．3～5名で１班とし，班内を
2 グループ（α，β）に分けた．実験後に記
入を求めた質問紙「振り返りシート」の問５）
について，川喜田（1967）の KJ 法を参考に，
記述内容を分類した．対象者 38 名（α：18
名．β：20 名）のうち，6 月の（チーズ，T
シャツ）を用いた実験と比較して（赤色 Tシ
ャツ，青色 Tシャツ）では生産パターンや交
換の交渉をする際の戦略を変えたと答えた
学生は，α：13 人，β：10 人であった．財
の名前の違いによって戦略を変えた学生は，
全体の 60.5％であった． 
 変えた理由を分類すると，大まかに次の 4
つに分類できた．1）チーズは食品，Tシャツ
は衣料だから生きていくために不可欠だが，
T シャツの色の好みはどちらも欲しいとはい
え命にかかわらない，2）1回目は比較優位の
ある財に特化して相手との交渉で困ったの
で，相手が交換してくれないことも考えた，
3）品質を重視しなければ交換が成立しない
かもしれない，4）1回目と 2回目ではチーム
が違ったので，交渉時の強気度が変わった，
であった． 
 交換について，財の名前が生産パターンや
交換の交渉時の戦略に影響を与えるのか？
について，2つの財の組合せで実験を行った．
1 回目は（チーズ，T シャツ）で生産から交
換までを行い，2 回目は財の名前を（赤色 T
シャツ，青色 Tシャツ）に変更して生産から
交換まで同様に行った．実験の結果，60.5％
の学生が，財の名前によって生産パターンや
相手チームとの交換交渉の戦略を変化させ
たと回答した． 
 回答を分類した結果，（チーズ，Tシャツ）
は，（食品，衣服）の組合せであるため生き
ていくためにどちらも不可欠だから生産パ
ターンの決め方や交渉時の切実さがあった．
これに対して（赤色 Tシャツ，青色 Tシャツ）
はどちらも衣服であるため，両方ともできる
だけたくさん着たいという設定であっても
仮に交換してくれなくても困らないから生
産パターンの決め方に（チーズ，T シャツ）
と比較して変化があったことが分かった． 
本実験は，繰り返しゲームという設定で大学
生のみを対象に実験を行ったが，対象を広げ
ることや 1回ゲームのケースとも比較し，財



の名前の影響を分析する必要がある．さらに，
被験者の心理状態（信頼，功利主義的人間
観，積極性など）が交渉に与える影響につ
いての分析も必要であろう．これらについ
ては，今後の課題とする． 
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